
































































演に急遽客演。 青森県立美術館からの依頼で、 プロデューサーの木村典子が通訳・コーディネーターとしてダンス作品の製作に携わったほか、斎藤歩が作・演出を担当して「津軽の女」という新作も創造しました。こうした外部からの依頼に道内の人材を派遣する仕事にも、積極的に応え います。
二〇一七年は道内各地に演出家や俳優を派遣して行う











































めていることを感じています。社会包摂（ソーシャルインクルージョン）のため 取り組みを、 さらに増やして、演劇が 劇場が社会に不可欠な要素であると認識される
ためにも、私たちが取り組まなければならないことはまだまだ山のようにあるのです。それを一つ一つ、積み重ねて次の三〇周年という節目に向かって行か ければなりません。
